
金
揮
官
蹟
志
巻
廿
六

元
総
六
年
の
士
幌
K
.
安
江
町
到
形
と
あ
り
。
此
の
地
は
‘
安
江
町

と
安
江
木
町
と
の
地
堺
K
て
、
今
も
升
形
と
呼
べ
り
。
宮
腰
口
惣
構

の
要
容
た
り
し
ゅ
ゑ

K
、
昔
は
犀
川
口
答
林
幼
橋
・浅
野
川
口
枯
木

楯
と
、
此
の
安
江
町
升
形
と
ク
所
花
、
到
形
と
て
土
居
を
作
り
.

の
者
共
は
宅
へ
飾
り
て
、
大
助
殿
は
何
方
へ
御
越
候
哉
、
相
時時
候
へ

ど
も
御
見
え
不
'
被
ν
成
と
、
さ
あ
ら
ね
休
に
も
て
な
し
、
笑
止
が
り
て

ゐ
た
り
け
り
。
然
る
虎
に
彼
の
際
物
の
雑
物
共
を
、
無
理
兵
衛
屋

敷
内
に
型
置
き
け
る
を
穿
撃
仕
出
で
、
雨
入
無
己
心
許
-
と
て
召
捕
り

吟
味
有
り
し
庭
、
悉
〈
白
欣
に
及
び
け
り
。
依
り
て
雨
入
を
ぽ
、

山首

膝
口
と
泉
野
口
と
忙
て
銀
引
の
刑
界
に
被
ι一一仰
付
↓
と
あ
り
。
按
十
る

花
、
究
永
十
八
年
の
頃
、
宮
腰
口
の
刑
法
場
は
仰
れ
の
地
な
り
け
ん
。

此
の
頃
は
安
江
木
町
の
末
溢
危
り
し
な
ら
ん
か
。

O
升

形

子
な
る
ゆ
ゑ
陀
、
版
物
美
-K

激
務
へ
、
金
鍔
を
さ
L

せ
て
、
世
間
を

勤
め
さ
す
o

大
助
十
五
銭
た
り
し
が
、
或
時
無
理
兵
衛
が
若
様
と
無

理
兵
衛
手
前
陀
有
v
之
牢
入
者
と
申
合
せ
、
大
助
を
伴
ひ
‘
宮
腰
へ
見

物
K
伴
ひ
出
し
.
若
宮
村
の
近
所
在
る
聞
の
中
に
て
、
右
雨
入
の
者

談
り

τ大
助
主
切
殺
し
、
大
小
限
物
を
奪
ひ
取
り
て
け
り
。
さ
て
此

此
の
橋
は
、
哲
務
中
は
橋
爪
K
格
帯
人
の
家
あ
り
て
、
袋
に
居
位
し
.

惣
叫
怖
の
締
方
を
た
し
た
り
。
金
津
町
合
所
留
記
陀
減
せ
た
る
元
総
元

年
十
月
塩
屋
町
惣
緋
薮
之
内
拾
子
局
舎
の
連
署
に
、
安
江
木
町
惣
緋

帯
人
甚
右
術
門
-同
所
惣
飾
帯
人
仁
左
術
門
。
と
あ
り
。
此
の
前
人
則

ち
到
形
橋
容
人
な
り
と
い
へ
り
。
然
る
に
明
治
燈
務
の
後
、
橋
番
の

名
制
怖
を
陵
止
せ
り
。

O
白
尾
屋
小
路

五

O
升

形

橋

金
潔
橋
梁
穏
に
、
升
方
の
橋
安
江
町
の
端
也
と
あ
り
。
此
の
橋
は
、

沓
草
加
中
は
惣
構
拐
の
橋
た
る
而
巴
な
ら
宇
。
升
形
の
要
害
橋
に
て
・

呑
林
坊
橋
・枯
木
橋
と
同
ゃ
う
の
椛
也
と
一
試
ふ
。
ま
た
沓
務
中
は
、

引
抑
制
俳
閣
の
開
帳
札
等
・
犀
川・
浅
野
川
と
此
の
橋
爪
と
三
ク
所
忙

建
つ
る
例
山
。

n
克
も
図
初
以
来
の
流
例
な
り
と
い
へ
り
。

O
升
形
構
番
人

惣
門
を
静
止
て
、
要
害
の
防
禦
を
た
し
た
り
。
故
K
升
形
の
名
あ
り
と

い
へ
り
。
延
鈍
の
金
部
仲
間
を
見
る
に
、
惣
構
の
土
踏
会
〈
列
形
陀
闘

せ
り
。
延
貨
の
頃
ま
で
も
尚
存
せ
し
か
ど
、
共
の
後
土
居
を
燈

L
・

町
家
主
建
て
た
る
放
・
到
形
の
遺
形
失
せ
た
る
た
る
べ
し
。

の
限
付

K
‘十
人

K
潟
上
立
人
宛
潜
行
.
足
紐
・
臨
時
内
出
で
長
り
、
御

ポ
門
ん
と

出
之
時
一
度
に
と
ピ
め
を
さ
す
に
究
る
。
利
長
卿
は
紫
の
袖
な
し
の

羽
織
を
召
し、

安
江
町

K
御
馬
被
ν
立
.
張
付
共
御
覧
候
て
、
岡
田
十

右
衛
門
を
召
候
て
、
裂
き
奴
原
か
な
。
併
し
椋
梁
一
人
成
敗
し
て
、

九
十
九
人
は
助
け
よ
と
宣
ひ
、
御
返
り
被
ν
成
け
り
。
彼
親
類
共
掘
の

仕
様
無
=
御
座
-
候
問
、
町
並
百
人
召
捕
進
候
。
共
に
て
成
政
可
ν
被
ν
成

と
あ
り
。
共
比
安
江
町
能
登
屋
あ
た
り
二
ニ
昧
限
付
場
た
り
。
百
人

o
 

hν O
宮
腰
ロ
刑
法
場
侮
話

箕
浦
高
良
筆
記
に
云
ム
。

丹
羽
加
賀
守
殿
小
松
の
披
玉
に
で
・
松
任

も
領
地
也
。
利
家
卿
は
道
中
披
h
k

馳
走
六
ク
敷
思
召
し
、
首
艇
よ
り

舟
に
て
御
上
治
、
御
茶
道
以
下
御
茶
道
具
持
会
し
て
登
る
。
松
任
托

内
む

ε】

て
下
人
、
馬
形
と
言
論
あ
り
。
御
茶
道
共
K
松
任
の
者
打
殺
す
。
利

家
卿
よ
り
加
賀
守
殴
へ
御
厨
被
v
成
庭
、
小
松
よ
り
、
総
々
と
吟
味
可
v

海
披
地
K
本
源
寺
あ
り
し
頃
は
‘
松
原
町
の
縫
町
端
陀
て
、
被
多
た

ど
居
住
す
と
云
ふ
。
ま
た
安
江
町
は
‘
佐
久
間
盛
政
金
津
在
披
の
頃

建
て
た
る
町
地
也
と
。
然
れ
ば
佐
久
間
氏
の
時
よ
り
、
安
江
町
升
形

は
町
端
に
て
、
此
の
地
に
刑
法
拐
を
も
誼
き
た
り
し
都
知
ら
れ
け

金
源
古

政
志
此
せ
廿
，、

永
野
口
と
雨
所
陀
て
、
鋸
引
の
刑
罪
被
=仰
付
-
た
り
。
共
の
趣
意
は

務
士
伴
無
迎
兵
衛
が
娘
は
、
佐
分
利
椛
太
夫
の
妻
女
也
。
此
の
肢
に
男

子
一
人
出
生
す
。
大
助
と
名
付
け
、
無
類
の
美
少
年
K
て
、
総
愛
の

で
.
張
付
共
の
親
類
男
女
共
伏
拝
し
て
、
前
裁
を
枕
し
奉
る
と
あ
れ

ば
、
此
の
時
利
家
卿
宮
膝
へ
出
馬
し
給
ム
際
K
、
安
江
町
に
馬
を
と

ど
め
御
覧
じ
給
ひ
た
る
な
ら
ん
。
此
の
時
代
.
安
江
町
溢
の
地
勢
訟

も
ひ
や
ら
れ
け
り
。
叉
三
笠
記
迫
加
に
、
寛
永
十
八
年
に
宮
腹
口
と

共
伏
奔
し
て
.
部
議
々
々
と
祝
し
諮
り
け
り
と
。
右
は
mu尾
に
冗
文

十
二
春
二
月
吉
田
箕
浦
五
郎
左
街
門
中
原
高
良
判
印
と
あ
れ
ば
、
究

文
の
頃
ま
で
巾
僻
へ
の
る
古
老
の
仰
荷
な
る
都
知
ら
れ
け
り
。
按
宇

る
民
、
村
井
長
明
の
隙
普
鍬
に
、
高
股
作
蹴
松
任

K
て
噴
醐
即
し
て
相

間
前
候
時
分
、
共
相
手
を
大
納
言
様
よ
り
被
i

一仰
理
一
丹
初
五
郎
左
衛
門

殿
無
日
一
是
非
一
五
人
町
中
に
は
た
物
K
被
u

掛
候
。
就
v
夫
一

向
宗
太
鼓
を

石
川
・
河
北
関
刑
制
に
御
う
た
せ
た
く
候
。
と
い
ム
一
僚
を
紙
せ
た
り
。

此
の
一
事
と
同
件
注
る
べ
き
に
や
。
担
右
利
家
卿
張
付
共
を
一
覧
し

給
は
ん
た
め
、
安
江
町
へ
出
馬
し
給
ひ
、
宮
腰
御
供
の
朱
見
ゆ
る
ま

中
土
居
の
除
に
か
く
れ
居
る
も
の
、
限
付
一
人
に
五
十
人

一十
人

取
付
、
悦
ぶ
事
制
阿
な
ら
や
'
。
宮
股
御
供
の
衆
見
ゆ
る
内
は
.
男
女

四




